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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一つ以上の剃刀刃を有する一つの剃刀カートリッジと、
　一つの内部空洞を有する一つのハンドルと、
　シェービングエイド物質を貯蔵し、ハンドルの内部空洞に配置される一つの弾性袋と、
　外部表面を有し、外部表面が剃刀カートリッジに隣接する一つ以上のポートを含み、一
つ以上のポートが袋と流体連通する一つの筐体と、
　内部空洞内部で移動が可能なように設置され、弾性袋と接触し、弾性袋の体積を減少す
るよう作動することにより、シェービングエイド物質を弾性袋から一つ以上のポートに押
し出す一つの作動装置と、
　前記作動装置を第一位置から第二位置へと付勢するよう作動する付勢機構と、を含み、
　前記作動装置の接触面は前記弾性袋と接触し、前記弾性袋を押圧することを特徴とする
シェービング装置。
【請求項２】
　剃刀カートリッジがハンドルに装着される、請求項１記載のシェービング装置。
【請求項３】
　剃刀カートリッジが離脱可能にハンドルに装着される、請求項２記載のシェービング装
置。
【請求項４】
　剃刀カートリッジが筐体に装着される、請求項１記載のシェービング装置。
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【請求項５】
　剃刀カートリッジが離脱可能に筐体に装着される、請求項４記載のシェービング装置。
【請求項６】
　一つ以上のポートが剃刀カートリッジに隣接する、請求項１記載のシェービング装置。
【請求項７】
　筐体が剃刀カートリッジを包囲する、請求項１記載のシェービング装置。
【請求項８】
　流動性シェービングエイド物質が弾性袋内部に配置される、請求項１記載のシェービン
グ装置。
【請求項９】
　弾性袋が流動性シェービングエイド物質により充填される場合に、弾性袋がハンドルの
内部空洞に補完する形状を成す、請求項８記載のシェービング装置。
【請求項１０】
　選択的に作動装置を固定する一つの移動止め機構を有する、請求項１から９のいずれか
１項記載のシェービング装置。
【請求項１１】
　第一位置において、作動装置が内部空洞に配置され、シェービングエイド物質が充填さ
れた弾性袋が内部空洞に配置される、請求項１から１０のいずれか１項記載のシェービン
グ装置。
【請求項１２】
　第二位置において、作動装置が、シェービングエイド物質が充填された弾性袋によって
当初占められた位置で、内部空洞に配置される、請求項１から１１のいずれか１項記載の
シェービング装置。
【請求項１３】
　付勢機構が少なくとも一つのスプリングを含む、請求項１から１２のいずれか１項記載
のシェービング装置。
【請求項１４】
　作動装置が一つの曲状の接触面を含む、請求項１記載のシェービング装置。
【請求項１５】
　前記弾性袋と、前記筐体とは、取替用カートリッジに含まれることを特徴とする請求項
１から１４のいずれか一項に記載のシェービング装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
発明の分野
　本発明は、一般的にシェービング装置に係わり、特に流動性シェービングエイド物質を
備える機構を有するシェービング装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　これまで、剃刀組立品とシェービングエイド物質を塗布する機構との一体化に対して、
幾多の試みが成された。例えば、先行技術（特許文献１及び２）には、シェービングエイ
ド物質を貯蔵する装置としてハンドル内部に配置する容器を記載している。シェービング
エイド物質は、容器と装置の上端との間を繋げる一つ以上の通路を介して、容器から装置
の上端に推進される。ハンドル内部に容器を備える問題点として、適切な量のシェービン
グエイド物質を収容するためには、扱うには不都合なほど大きなハンドルを製造する必要
があることである。ハンドルを適正な大きさにする場合には、収容できるシェービングエ
イド物質の量が限りなく少なくなる。さらに、液体又はジェル物質を収容する容器を有す
るシェービング装置に付随するもう一つの問題点として、漏出がある。
【特許文献１】米国特許３，７２６，００９号
【特許文献２】米国特許１，８９９，８４１号
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【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　したがって、先行技術に付随する既知の欠点を解決するシェービング装置を提供するこ
とが望ましい。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明は、剃刀カートリッジと、ハンドルと、弾性袋と、筐体と、作動装置と、付勢機
構とを含み、作動装置の接触面は前記弾性袋と接触し、弾性袋を押圧するシェービング装
置である。剃刀カートリッジは一つ以上の剃刀刃を含み、ハンドル上及び／又は筐体上に
装着される。筐体は、剃刀カートリッジに隣接する外部表面を含む。或る実施態様におい
て、外部表面は実質的に剃刀カートリッジを包囲する可能性がある。外部表面は一つ以上
のポートを含む。外部表面に配置する一つ以上のポートは弾性袋の内容物と流体連通する
。弾性袋は流動性シェービングエイド物質を貯蔵し、少なくとも弾性袋の一部分がハンド
ル内の内部空洞に配置される。ハンドルはグリップ部と作動装置とを含む。作動装置は弾
性袋を潰すよう作動し、流動性シェービングエイド物質を弾性袋から一つ以上のポートに
押し出す。

【０００５】
　本発明のもう一つの態様において、弾性袋及び筐体は取替用カートリッジに含まれる。
取替用カートリッジは上述したハンドルに離脱可能に装着するような大きさと形状を成す
。
【０００６】
　本発明のさらなる一つの態様において、シェービング装置は、上述したハンドルに装着
される取替用カートリッジを含む。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明の一つの効果として、シェービング装置に対して、不快感を感じる程の大きなハ
ンドルを必要としないことである。
【０００８】
　本発明のもう一つの効果として、流動性シェービングエイドが弾性袋から漏出しないこ
とである。
【０００９】
　本発明の上記及びその他の目的、特徴及び効果は本発明の詳細な説明を考慮して明らか
になるであろう。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　図１及び図２を参照すると、シェービング装置１０は、剃刀カートリッジ１２、筐体１
４、ハンドル１６、弾性袋１８（図２参照）を含む。ハンドル１６は、外部グリップ部２
０、内部空洞２２及び作動装置２４を含む。
【００１１】
　剃刀カートリッジ１２は、一つ以上の剃刀刃２６を含み、筐体１４及び／又はハンドル
１６に枢動可能に又は固定して連結される。本発明のシェービング装置１０に対し、使い
捨てタイプを含めた多様な剃刀カートリッジ１２を使用することができる。したがって、
或る実施態様において、多様な取替用剃刀カートリッジ１２を同等のハンドル１６及び／
又は筐体１４に使用することができる。したがって、本発明の装置は、剃刀カートリッジ
１２の種別に限定されない。
【００１２】
　図１－図３を参照すると、筐体１４は外部表面２８及び一つ以上のポート３０を含む（
図１を参照）。外部表面は、剃刀カートリッジ１２に隣接し、又は実質的に包囲している
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。外部表面２８は、滑らか又は織り目の写った面である可能性がある。外部表面２８は、
剃刀カートリッジ１２に隣接する一つ以上のポート３０を含む。一つ以上のポート３０は
、通常のシェービング操作において、剃刀カートリッジ１２の前方及び／又は後方に設置
することができる。一般に、一つ以上のポート３０の位置は、弾性袋１８内に配置される
流動性シェービングエイド物質３２（後述される）の種別に依存する。筐体１４は弾性袋
１８の開口部３４に連結し、一つ以上のポート３０は弾性袋１８の内容物と流体連通する
。一つ以上のポート３０は、弾性袋１８の内容物を通過させる大きさとなる。　一つ以上
のポート３０の大きさは、使用される流動性シェービングエイド物質３２の種別、及びシ
ェービング装置１０から塗布される流動性シェービングエイド物質３２の所望する量に応
じて変えることが可能である。
【００１３】
　弾性袋１８は、流動性シェービングエイド物質３２を貯蔵し、ハンドル１６内の内部空
洞２２内に配置される。弾性袋１８は、実質的に潰すことができれば、如何なる弾性物質
から構成することができる。弾性袋１８は、実質的に流動性シェービングエイド物質３２
により充填された場合に、ハンドル１６内の内部空洞２２の形状を補完する形状（図２参
照）を成すことが望ましい。前述したように、弾性袋１８の開口部３４は筐体１４に連結
し、弾性袋内の流動性シェービングエイド物質３２と一つ以上のポート３０と流体連通す
る。或る実施態様においては、弾性袋１８は筐体１４に離脱可能に連結される。
【００１４】
　前述されたように、弾性袋は、液体、クリーム、ジェル等の流動性シェービングエイド
物質３２を貯蔵する。流動性シェービングエイド物質３２は、以下に限定されないが、平
滑剤、抵抗減少剤、脱毛剤、洗浄剤、薬剤及びシェービングプロセスを促進する物質を含
む。
【００１５】
　図２及び図３を参照すると、ハンドル１６は外部グリップ部２０、内部空洞２２、及び
作動装置２４を含む。外部グリップ部２０は、一般的にハンドル１６の保持が容易となる
ような人間工学的な形状をなす。内部空洞２２は、開口端３５及びベース３６を含む。内
部空洞は、弾性袋１８を格納できる大きさと形状をなす。ハンドル１６は筐体１４に連結
される。或る実施態様において、ハンドル１６は通常の使用において、筐体１４から分離
しないものとする。他の実施態様においては、ハンドル１６は筐体１４に離脱可能に連結
される。
【００１６】
　作動装置２４は、接触面３８を含み、第一位置４０（図２参照）と第二位置４２（図３
参照）との間を移動するよう作動する。作動装置２４は、内部空洞２２内に配置し、弾性
袋１８が内部空洞２２内に挿入された場合に、実質的に作動装置２４と筐体１４の一つ以
上のポート３０との間に位置する。第一位置４０において、作動装置２４はハンドル内部
に位置し、実質的に充填している弾性袋１８が内部空洞内に設置される。第二位置４２に
おいて、作動装置２４は、ハンドル内部の当初実質的に充填された弾性袋１８により占有
された内部空洞内の所定の位置において設置される。図３に図示されるように、或る実施
態様において、移動止め機構４３を備え、作動装置２４を一つ以上の第二位置にて選択的
に固定する。移動止め機構４３は機械的装置（例えば、ボタン、タブ等）であり、作動装
置を一つ以上の第二位置にて位置するよう作動する。これにより、作動装置２４がポート
３０に近づく(例えば、弾性袋が潰れる場合)、又はポート３０から離れる（弾性袋が膨ら
む場合）、又は両方を阻止することが可能となる。
【００１７】
　図２及び図３を参照すると、或る実施態様において、作動装置２４の接触面３８は曲面
となっている。曲面は、弾性袋１８が潰れる時に弾性袋物質に適用するような周辺空間４
８を生じさせる。曲面状の接触面３８は、弾性袋１８の折り目、皺を減少させるという利
点も生じる。したがって、曲面は、流動性シェービングエイド物質３２が残留し、無駄と
なる量を実質上無くす上でも効果的である。



(5) JP 4914723 B2 2012.4.11

10

20

30

40

【００１８】
　図２及び図３を引き続き参照すると、或る実施態様において、付勢機構７４は、作動装
置２４に対し第一位置４０と第二位置４２との間の移動を引き起こす。容認できる付勢手
段の例として、図２及び図３に図示されるコイルスプリング４４が挙げられる。コイルス
プリングは、作動装置に対し加圧する働きをする。作動装置２４の接触面３８は順々に弾
性袋１８を押圧する。その結果、作動装置２４は第二位置４２に向けて移動し、弾性袋１
８が潰れるのに応じて、流動性シェービングエイド物質３２を弾性袋１８から排出させる
。作動装置２４が第二位置４２に位置する場合に、弾性袋１８が実質的に潰れる、又は空
であることが望ましい。　
【００１９】
　或る実施態様において、作動装置２４は第一位置４０と第二位置４２との間を自由に移
動する。他の実施態様において、ハンドル１６は、付勢機構４４の位置を制御する歯止め
を含む。歯止めは作動装置２４を第一位置４０と第二位置４２との間の一つ以上の中間位
置において停止し留まることを可能とし、弾性袋１８から排出する流動性シェービングエ
イド物質３２の量を計測することを容易にする。詳細な説明において、付勢機構４４はス
プリングとして記載されているが、作動装置を少なくとも第一位置４０から第二位置４２
に推進することができれば、多様な付勢機構４４にて代用することが可能である。
【００２０】
　図４を参照し、本発明の他の側面によると、上述された剃刀カートリッジ１２、筐体１
４、及び弾性袋１８は一体化し、取替用カートリッジ５０として形成することが可能であ
る。取替用カートリッジ５０はハンドル１６に離脱可能に装着し、弾性袋１８はハンドル
１６の内部空洞２２内部に挿入される。一般的には、取替用カートリッジ５０は、弾性袋
１８の内容物が事実上空になるまで、使用される。一旦空になると、取替用カートリッジ
５０はハンドル１６から選択的に取り外され、他の取替用カートリッジ５０に交換される
。
【００２１】
　本発明の操作において、ユーザは作動装置２４を少なくとも部分的に第二位置４２への
移動をもたらしている。作動装置２４は弾性袋１８の体積を減少させている。その結果、
流動性シェービングエイド物質３２は、弾性袋１８から筐体１４の外部表面２８の一つ以
上のポート３０に押し出される。ユーザは、シェービング装置１０を剃毛面に接触させ、
流動性シェービングエイド物資３２を剃刀カートリッジ１２に隣接する部分に塗布する。
ユーザがシェービング装置１０を剃毛面に沿って移動させるにつれて、流動性シェービン
グエイド物質３２は一つ以上のポート３０から剃毛面に塗布される。同時に、剃刀カート
リッジ１２は剃毛面をシェーブする。
【００２２】
　本発明は、詳細な実施態様について示され説明されているが、本発明の当業者は、本発
明の範囲を逸脱することなく、多様な変更及び代用ができることを理解するであろう。さ
らに、本発明の範囲を逸脱することなく、本発明の内容に特定の状況又は物質を適用する
ように修正することができる。したがって、本発明は上述した開示された特定の実施態様
に限定されるべきでなく、添付された特許請求範囲の全ての実施態様を含む。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】本発明のシェービング装置の正面図である。
【図２】線２－２に沿った図１の断面図であり、実質的に充填された弾性袋と第一位置に
おける曲状の接触面を有する作動装置を表している。
【図３】線３－３に沿った図１の断面図であり、部分的に充填している弾性袋を押圧する
第一位置と第二位置との間に配置する作動装置を表している。
【図４】本発明の取替用カートリッジの線図である。



(6) JP 4914723 B2 2012.4.11

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(7) JP 4914723 B2 2012.4.11

10

フロントページの続き

(72)発明者  ローチ、デービッド
            アメリカ合衆国　ニューハンプシャー州　０３０６４　ナシュア　フェアマウント　ストリート　
            ２７
(72)発明者  ペネラ、アンドリュー
            アメリカ合衆国　コネチカット州　０６９０１　スタムフォード　ブラックウッド　レイン　１８
            ０

    審査官  八木　誠

(56)参考文献  米国特許第０５４０２６９７（ＵＳ，Ａ）
              米国特許出願公開第２００２／００２３３５１（ＵＳ，Ａ１）
              実公昭３７－０２４４１４（ＪＰ，Ｙ１）
              実公昭２６－００１２６４（ＪＰ，Ｙ１）

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              B26B21/44


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

